Evaluation of the ground shaking characteristic based on high density microtremor measurement in Isogo Ward, Yokohama City. by 高橋 克文 & Takahashi Katsufumi
横浜市磯子区における高密度微動観測に基づ く地盤震動特性の評価
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1.はじめに
一般に地震動は震源特性と地盤特性の影響を大きく
受け､同じ規模の地震が発生した場合でも地震動の伝
播特性や地盤特性により､被害に地域的な差異が生じ
ることが指摘されている｡
これまで横浜市 18区を対象として実施されている
微動による地盤震動特性の研究の一環として､特に､
横浜市の沿岸部には軟弱な地盤や埋立地が広がってお
り､地震動の増加や液状化現象の発生などが危倶され
ている横浜市磯子区を本研究では対象とし､常時微動
観測によって求められた卓越周期から地盤震動特性を
解析し､磯子区の地盤構造や震動特性の地域的な差異
について比較検討を行うことを目的とする｡
2.磯子区の地形 ･地質
磯子区 (図 1)の地形は､臨
海区で根岸湾に面した平地と､
それを囲む丘陵地からなる｡ほ
とんどが多摩丘陵と埋立地であ
る｡掘割川下流域では､海岸線
に形成された比較的大きな砂堆
の内側に氾濫低地が分布する｡
地質としては掘割川下流域は 図1.横浜市
沖積層から構成され､多摩丘陵
は犀風ケ浦層､中里層などの相
模層群や上総層群か BtFj_-HJ:幣
ら構成されている｡
3.散動観測
磯子区全体を｢横
浜市の 19座標系の
メッシュメッシュ体
系｣に基づき 250m
X250mのメッシュ
で区切り､その中心
付近を観測点とした｡
観測不能地点を除き､
計250地点の観測を
行った｡観測はサー
磯子区の位置
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図2.磯子区の標高と観測
ボ型速度計を使用し､水平方向2成分 (NS,EW)､
上下方向 1成分 (UD)の計 3成分の観測を行った｡
サンプリング周波数100Hz､観測時間180秒の設定に
より18000個の速度データを観測した｡同時に観測地
点のGPSによる位置情報 (緯度､経度)や周囲の状況
などを野帳に記録した｡
4.解析方法
観測で得られた速度データの3成分､180秒間のデ
ータから､時系列波形で外乱の少ない比較的安定した
区間20.48秒を数箇所抽出し､それらのデータをフー
リエ変換によりスペクトルを求める｡さらに水平2成
分のスペクトルを相乗平均した2次元水平成分を求め､
それを上下成分で除して HN スペクトル比を算定し､
最後に安定した区間の平均HNスペクトル比を求める｡
250地点全てのデータに同様の解析を実施した｡例と
して地点182-057､196-061のH/Vスペクトル比を図
3に示す｡
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5.卓越周期の算定
観測した卓越周期
は表層地盤を対象と
二㍉ -:IJ:i"-;二言 , ､二
秒付近で算定する｡
算定は図3のように
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図4.卓越周期分布図
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図を示す｡
図によると､埋立地側は卓越周期の長い地点が多く
分布しており､丘陵地や台地側は卓越周期の短い地点
が多く分布している｡
6.卓越周期と軟弱地盤の比故
図 5に既存のボーリングデータ20地点から求めら
れた軟弱地盤の深さと 20地点の観測点から算定した
卓越周期の相関図と回帰直線を示す｡ボーリングデー
タ20地点は観測点により近くのものを厳選した｡
バラツキが認められるが軟弱地盤層厚が 10m以上の
地点では0.59秒程度と比較的長くなり､7m以下の地
点では0.38秒程度と短くなった｡
したがって卓越周期と軟弱地盤層厚にはある程度の
相関性が認められる｡この傾向は､神奈川区 ･酉区の
結果もと同様であるといえる｡
7.卓越周期と微地形の比較
図6に微地形区分の境界領域にある観測点を除いた
178点の微地形ごとの卓越周期分布と卓越周期の平均
値を示す｡磯子区のほとんどは丘陵地､埋立地､人工
改変地で構成されている｡丘陵地での卓越周期の平均
は､0.33秒で比較的短く､軟弱であると思われる埋立
地 ･干拓地の卓越周期の平均は0.60秒と長くなった｡
ローム台地､谷底平野の卓越周期がそれほど長くない
のは軟弱地盤層厚がそれほど厚くないためだと思われ
る｡埋立地･干拓地に大きなバラツキが見られるのは､
丘陵地を埋め立てた埋立地 ･干拓地は軟弱地盤層厚が
浅く､卓越周期が短くなり､海を埋め立てた埋立地 ･
干拓地では軟弱地盤層厚が深いため卓越周期が長くな
ったと考えられる｡人工改変地にバラツキが見られた
のは丘陵地を削った切土の地層は安定しているため卓
越周期が短くなり､盛土は新しい地層なため軟弱で卓
越周期が長くなるというこことが原因だと考えられる｡
8.まとめ
本研究では､横浜市磯子区を対象として常時微動観
測を行い､その結果に基づいて卓越周期と地盤構造の
整合性について検討した｡
丘陵地･台地面での卓越周期は0.12-0.50秒程度と
比較的短い傾向を示した｡丘陵地や台地は標高が高く
堆積年数が長いため安定した地層となったと考えられ
る｡掘割川下流地域において0.4-0.8秒程度と比較的
卓越周期の長い地点が多く認められた｡これは掘割川
に運ばれて来たシル トや砂により､新しい地層が堆積
したためだと考えられる｡笹下川上流では軟弱な地盤
は流されるため軟弱地盤層厚が浅くなる｡そのため､
笹下川上流付近の卓越周期は掘割川下流域に比べ短く
なったと考えられる｡
9.あとがき
今回の研究対象は磯子区であったが､研究室では磯
子区を含め現在までに12区の解析が終了している｡残
り6区の地盤震動特性も明らかになれば､横浜市の防
災データとしての活用が期待できる｡
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図5.卓越周期と軟弱地盤深さの相関図
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図6.微地形ごとの卓越周期分布と平均
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